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海外セミナーは、専攻言語圏において語学研修を行い、異文化社会

に直接触れることを通して、国際的感覚を養い、国際社会において活

躍できる素地を育成することを目的としています。 

プログラムは、あらかじめ本学と本学協定大学との間で充分協議

し、双方の合意のもとに作成しており、外国語の授業ばかりではなく、

施設見学や課外活動も含まれています。 

また、本学の専任教員が引率しますので、初めて海外に行く人でも

安心して参加できます。 

海外セミナーの目的およびプログラムの特徴 
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〈概 要〉

研修期間 2013年 2月 9日（土）～ 3月 10日（日）［30日間］（予定）

研修場所 マンハイム大学

研修内容 4週間の語学研修

宿泊場所 ホームステイ：2月 9日（土）～ 3月 8日（金）

参加資格 ・参加申込時から海外セミナー終了まで正規生として本学の学部 1

～3年次または短期大学 1年次に在学している人 

・本学でドイツ語を履修している人、または履修していた人 

・本学指定の海外旅行傷害保険に加入できる人 

・「誓約書および免責承諾書」の内容を理解し、了承している人

・同セミナーに参加したことがない人

参加定員    20名（最少催行人員：10名）

※ 参加定員を超えた場合は、ドイツ語学科の学生を優先し、抽選を行

います。 

参加費用 376,000円～405,000円

（詳細は 14・15ページを参照してください）

引 率 者    本学専任教員 1名

評  価 ドイツにおける研修および帰国後のリポートにより総合的に評価を

行い、合格点（60 点以上）の学生には、卒業に必要な単位として   

4単位を認定します。
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〈出発までの日程（予定）〉

日  時 内   容 場  所

11月 6日（火）

12:30～13:15

第 1回オリエンテーション R841 

11月19日（月）

12:30～13:15

第 2回オリエンテーション（語学研修の内容） R841 

11月22日（木） 必要書類提出期限 国際交流部

12月 3 日（月）

↓ 

12月 7 日（金）

参加費用納入期間

12月 5日（水）

12:30～13:15

第 3回オリエンテーション（危機管理と保険） R941 

12月14日（金）

12:30～13:15

第 4回オリエンテーション

（研修中の生活、出発前の準備、外貨への両替）
R841 

2013年

1 月 29日（火）

（時間未定）

出発前の最終オリエンテーション 未定

2月 9日（土） 出発 関西国際空港

※ 上記以外に、引率教員によるオリエンテーションを 1～2回行う予定です。
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〈日程表（予定）〉

〈利用航空会社〉LH：ルフトハンザドイツ航空 

① この日程表は最も新しい資料により作成していますが、交通機関の都合により変更

する場合があります。

② 出発当日の集合時間は、搭乗便出発時刻の約 2時間半前となります。

③ スケジュール欄の（   ）内は宿泊地名です。

日 次 地  名 現地時間 交通機関 スケジュール
食 事

朝 昼 夕

1
2/9 
（土）

関西国際空港 発

フランクフルト 着

マンハイム 着

10:55

14:55

LH741 

専用バス

空路、フランクフルトへ

マンハイム大学へ

到着後、ステイ先へ

（マンハイム）

機

内

ス
テ
イ
先

2
↓

28

2/10
（日）

↓
3/8
（金）

マンハイム マンハイム大学にて語学研修

（マンハイム）

ス
テ
イ
先

学
生
食
堂

ス
テ
イ
先

29
3/9 
（土）

マンハイム 発

フランクフルト 発 14:20

専用バス

LH740 

空港へ

空路、帰国の途へ

（機中）

ス
テ
イ
先

各

自

機

内

30
3/10
（日）

関西国際空港 着 09:15 入国手続後、解散

機

内
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〈マンハイム大学での研修〉

1. マンハイム大学（Universität Mannheim）紹介

1963 年、当地に科学アカデミーが設立され、1977 年に商人の子弟のための  

商業学校、1907年には市と商工会議所の援助のもとに市立の商業大学となりまし

た。1933年に閉鎖されましたが、1946年に国立の経済大学として再び開校され、

大学は世界で最大のバロック宮殿の一つであるマンハイム侯爵の宮殿にあります。

1967年に総合大学となり、現在では 5学部を有し、学生数 11,500人の規模を誇

っています。

Universität Mannheim – Service und Marketing GmbH

L9, 7 68161, Mannheim, Germany 

Tel: +49 621 181 3307 Fax: +49 621 181 3304 

URL: http://www.uni-mannheim.de 

Mannheim 

Berlin 
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2. 語学研修について

 授業は月曜日から金曜日までで、1 日約 3 時間のクラスと、週に 2 回のセミナ

ーで構成されており、実生活に役立つ会話の授業を重点的に行います。ドイツ文化

についてドイツ人学生とのディスカッションをする機会も設けられています。

また、教室内の授業ばかりでなく、マンハイム周辺の史跡見学等の課外活動等

も予定しています。

3. ロケーション・環境

バーデン・ヴェルテンベルク州にあるマンハイムは、州都スタッガードに次ぐ第

2の都市で、ライン川とネッカー川の合流地点に位置しています。市内には、国民

劇場、博物館、芸術ホール、教会、町のシンボルとされる給水塔のあるフリードリ

ヒス広場など、市民の憩いの場が点在しています。

マンハイムを囲むオーデンワルトやパラティネート地方では、広くアスパラガス

栽培が行われており、ウォーキングやサイクリングにも最適な場所として有名にな

っています。
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〈マンハイム大学でのスケジュール〉
（2011年度参考）

Kyoto Study Tour 
Sa, 11.02.– Sa, 10.03.2012 

Mannheim
Class seminars activities excursions 

Saturday 
11.02.12 

Arrival: Welcome 
and first 
encounters

Sunday 
12.02.12

First weekend in 
the host families

Monday 
13.02.12 

class Communal lunch 
& walk through 
Mannheim

Tuesday 
14.02.12 

class Seminar regional 
studies/ 
Communications

Wednesday 
15.02.12

class   Excursion to 
Heidelberg

Thursday 
16.02.12

class Cinema/ Theater/ 
Concert/ Museum

Friday 
17.02.12 

class Seminar regional 
studies/ 
Communications

Saturday 
18.02.12
Sunday 
19.02.12 
Monday 
20.02.12 

class   Excursion to 
Mainz: 
German 
Tradition -
Rosenmontag

Tuesday 
21.02.12 

class Seminar regional 
studies/ 
Communications

Wednesday 
22.02.12

class Mannheim Castle

Thursday 
23.02.12

class Cinema/ Theater/ 
Concert/ Museum 

Friday 
24.02.12 

class Seminar regional 
studies/ 
Communications

Saturday 
25.02.12

Excursion to 
Frankfurt
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Sunday 
26.02.12
Monday 
27.02.12

class 

Tuesday 
28.02.12 

class Seminar regional 
studies/ 
Communications

Wednesday 
29.02.12 

class Excursion to 
Dilsberg/ 
Chocolaterie

Thursday 
01.03.12 

class Cinema/ Theater/ 
Concert/ Museum 
Museum

Friday 
02.03.12 

class Seminar regional 
studies/ 
Communications

Trip to the 
Palatinate

Saturday 
03.03.12
Sunday 
04.03.12 

German soccer 
game (not 
included in 
course fee)

Monday 
05.03.12

class    

Tuesday 
06.03.12 

class Seminar regional 
studies/ 
Communications

Wednesday 
07.03.11

class 

Thursday 
08.03.12

class Farewell-Party  

Friday 
09.03.12 

class Seminar regional 
studies/ 
Communications

Saturday 
10.03.12 

Good- 
bye!!
!

Class: Monday-Friday, 8:30 – 11:45 Uhr 

Seminars : Seminar “Speech Communication” (2 lessons/ week) 

Seminar “Regional Studies” (2 lessons/ week)

Excursions: Mannheim Sightseeing, Heidelberg Castle, Dilsberg + Chocolaterie,  

Trip to the Palatinate, Frankfurt, Mainz 

Other Activities: Arrival: Meet and Greet, 1 Farewell-Party 

Go to the Theater, go to the Cinema, watch a Concert and visit a Museum 

Tutors: The Tutors will guide the students and answer any questions they might have. Most 
importantly, they will accompany the students on the excursions and offer an 
additional program (ice-skating, bowling, etc.). 
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〈宿泊先〉

［ホームステイ］

原則として、参加学生 2 人を 1 家族に配置するホームステイとします（ただし、

受入先の都合上、1人または 2人以上を 1家族に配置する場合もあります）。異なる

文化を持つ国でホームステイを体験することは、その国の習慣や人々をよく知るた

めにも最良の手段といえるでしょう。なお、ホームステイ期間中の食事は、以下の

通りです。

朝 食 昼 食 夕 食

月～金 ホストファミリー 学生食堂 ホストファミリー

土･日･祝 ホストファミリー
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〈海外旅行傷害保険〉

本学では海外セミナーの実施にあたっては、参加者の安全確保を第一に計画してい

ますが、海外セミナー期間中、病気やけがをした場合、多額の治療費や移送費等がか

かる場合があります。また、事故の場合、加害者への損害賠償請求や賠償金の回収が

大変困難な場合があります。

したがって、海外セミナー参加者に対しては、本学が指定する海外旅行傷害保険へ

の加入を義務付けていますので、出発までに必ずセミナーの全期間をカバーする海外

旅行傷害保険（保険内容は次ページ参照）に加入してください。

なお、海外旅行傷害保険の詳細については、12 月 5 日のオリエンテーションの中

でご案内します。

また、参加者が個人で加入する保険とは別に、本学が万一の備えとして保険料を負

担して、以下の保険に加入しています。

傷害死亡・後遺障害 2,000万円

※上記保険金の受取人は「法定相続人」となります。
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５Ｍ ３Ｓ ＧＭ １Ｓ
傷害死亡 ５０００万円 ３０００万円 １０００万円 １０００万円

傷害後遺障害 ５０００万円 ３０００万円 １０００万円 １０００万円

治療・救援者費用 無制限 ５０００万円 無制限 ５０００万円

応急治療救援費用 ３００万円 ３００万円 ３００万円 ３００万円

疾病死亡 ３０００万円 ３０００万円 １０００万円 １０００万円

賠償責任 １億円 １億円 １億円 １億円

携行品損害 ５０万円 ３０万円 １０万円 １０万円

航空機寄託手荷物 １０万円 １０万円 １０万円 １０万円

航空機遅延 ２万円 ２万円 ２万円 ２万円

１４，８５０円 １１，１１０円 ８，９４０円 ８，１４０円

ＴＥＬ　（０７５）２２１－２９００

ＦＡＸ　（０７５）２２１－２２２９

引受保険会社

東京海上日動火災保険株式会社

取扱代理店
保険企画木村　木村浩章

お支払いいただく保険料

上記　１Ｓタイプ以上をお申込みください。
上記　タイプ以外の特約をご希望の場合は取り扱い代理店にお問い合わせください。
保障内容の詳細につきましては、次頁以降の重要事項説明書　Ⅰ契約概要のご説明をご覧ください。

本学が指定する海外旅行傷害保険
２月９日～３月１０日（３０日間）

ご契約タイプ

保
険
金
額
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〈参加費用〉

    ※下記の参加費用は、9 月 20 日現在の概算見積額です。

1. 本学納入分

（1）航空運賃（往復）
※ 燃油サーチャージを含む。

（2）マンハイム大学での語学研修費

（3）渡航手続取扱料

合    計

214,000円

159,000円

13,000円

376,000円

～

～

～

237,000円

165,000円

13,000円

405,000円

【費用に含まれるもの】 往復航空運賃、語学研修費、語学研修中の宿泊費・食費

（朝昼夕 3食）および通学費

※参加者数、為替相場の変動および原油価格の高騰によって参加費用が変わる場合が

あります。

2. その他費用

項  目 費  用 備  考

① パスポート申請手数料 11,000円 ～ 16,000円 5年用：11,000円、10年用：16,000円

② 海外旅行傷害保険料 8,140円 ～ 14,850円 東京海上日動火災

合  計 19,140円 ～ 30,850円

※ おこづかいは、50,000円～100,000円程度が目安になります。
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3. 取消料について

  参加申し込み後の取り消しは原則として認めていませんが、病気等やむを得ない

理由で参加を取り消す場合は、以下のとおり取消料を支払うことになります。

（1）航空運賃（往復）

① 2013年 1月 9日以降 2月 5日まで     旅費の 20% 

② 2013年 2月 6日以降 2月 8日まで        旅費の 50% 

③ 2013年 2月 9日および無連絡不参加の場合 旅費の 100% 

（2）マンハイム大学での語学研修費

① 2012年 12月 26日以降 2013年 1月 30日まで 語学研修費の 10% 

② 2013年 1月 31日以降 2月 8日まで     語学研修費の 50% 

③ 2013年 2月 9日以降および無連絡不参加の場合   語学研修費の 100% 

※ マンハイム大学から返金される際の銀行手数料は、参加辞退者の負担となります。

また、日本円に換金する際に為替差損が生じる場合がありますので、ご承知お

きください。

（3）渡航手続取扱料

払い戻しはできません。
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◆お問い合わせ◆

【京都外国語大学 国際交流部】

〒615-8558 京都市右京区西院笠目町 6 

Te.l:   075-322-6043 

Fax:   075-322-6243 
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セミナー名 日時・場所

説 明 会 

イギリスセミナー 2012年 9月 24日（月）12:30～ R.941 

スペインセミナー 2012年 9月 25日（火）12:30～ R.941 

ドイツセミナー 2012年 9月 26日（水）12:30～ R.841 

ポルトガルセミナー 未定（確定次第、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼ゙ 上と掲示でお知らせします。）

フランスセミナー 2012年 9月 27日（木）12:30～ R.841 

イタリアセミナー 2012年 9月 27日（木）12:30～ R.941 

海外セミナー説明会

申 込 方 法 

参加希望者は、上記説明会に参加し、下記の申込書類を申込期間内に 

国際交流部（9号館 5階）に提出して下さい。 

①  海外セミナー参加申込書 

②  学修計画書 

③  誓約書および免責承諾書 

[申込期間］ 

            2012年 9月 28日（金）～ 10月 17日（水）

※ 2012年度「スタディーアブロード」に掲載の申込期間及び参加資格を
変更しています。参加資格の詳細は資料で確認してください。 

※ 説明会に参加できない人は、各セミナーの参加申込書類および資料を 

国際交流部に取りに来てください。


